
【声明】東京オリンピック ロパラリンピックを中止し新型コロナ感染

拡大防止と生活困窮防止に全力を

社会民主党 党首 福 島みずほ 2021.5.09

社民党は新型コロナウイルス禍を終わらせるために今夏の東京オリンピックロパラ

リンピックの開催中止を求め、予算や資源を新型コロナウイルス感染拡大防止と生

活困窮防止に最大限振り向けるべく全力をあtずる。

1口新型コロナウイルス感染拡大の第4波 が到来し、世界各地で変異株が確認されて

いる。このような状況にあってなお菅政権は東京オリンピック・パラリンピック開

催を新型コ回ナウイルス対策よりも優先させており、そのことが対応の不備や遅れ

につながつている。またワクチン接種も世界に比べて大幅に遅れをとつている。

2.都市部を中心に各地で医療体制が逼迫し、大阪や兵庫ではすでに医療崩壊が発生

している。にもかかわらず、組織委員会 (会長 :橋本聖子)は 医療スタッフとして

看護師500名、医師 (スポーツドクター)200名 のボランティアベースでの派遣を

要請している。これに対して医療従事者たちからは 「#看護師の五輪派遣は困りま

す」のハッシュタグに乗せて、新型コロナに立ち向かう医療現場の窮状を顧みない

派遣要請に対する憤りの声があがつている。医療機関口医療従事者に対する最大限

の支援が必要なときに、マンパワーを削ぐことがあつてはならない。

3.新型コロナ感染者数、重症者数が連日過去最高あるいはそれに近い人数を記録し

ている。3度 目の緊急事態宣言は対象地域も期間もあまりにも限定的であり、5月

7日 に対象地域の拡大と5月末までの期間延長を決定したものの、新型コロナ感染

を収束させるには依然不十分である。同時に、緊急事態宣言に伴う休業補償や給付

の不足が経済的困窮を深刻化させている。とりわけ、休業や営業時間短縮を繰り返

し要請されてきた飲食店やライブハウス等文化芸術関係事業者、元々経済的に不安

定であつた非正規雇用労働者に対する困窮対策は待つたなしの状態である。

48世界中が新型コ回ナウイルスという未知の脅威に晒されている。インドで猛威を

ふるっている変異株も周辺国への感染の広がりを見せており、各国は厳しい防疫態

勢を敷いている。東京オリンピックロパラリンピックの開催によりあらゆる変異種

が東京への結集を経て世界に真延する懸念がある。各国チームの関係者や主役であ

るアスリー トたち、開催地周辺で暮らす人々を感染リスクに栖すわけにはいかない。

10C白東京都 白組織委員会にはオリンピズムの目的を 「人間の尊厳の保持に重きを

置く平和な社会の推進」に置くオリンピック憲章に立ち返り、今回の東京オリンピ

ック・パラリンピックの開催を中止し新型コロナ感染の収束を最優先する適切な判

断を求める。


